
立命館大学が目指すMOT教育  
一立命館大学大学院テクノロジー・   

マネジメント研究科の新たな取り組み一  

阿部  惇  

わが国においてMOT人材育成が喫緊の課題であり，MOT教育に対する産業界からの強い要望がある，という認  

を提示した上で，立命館大学大学院テクノロジー・マネジメント研究科が目指す新たなMOT教育の取り組みについ  

て紹介する．はじめに，立命館大学大学院テクノロジー・マネジメント研究科が育成しようとする「MOT人材像」を  

明確にし，そのために必須な「良き教員」と「良き教材」を具体的に示す．ついで，多様な学生を受け入れ，基本理念  

である「知識教育と実践教育の融合」を実践するための，産業界や学内諸機関とのコラボレーション，7Gラクテイカム  

など種々の新しい教育スタイルを紹介する．  

キーワード：MOT，テクノロジー・マネジメント，理論と実践の融合   
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や新市場を継続的に創出することができるイノベーシ  

ョンシステムを構築しなければならない．  

2．わが国におけるMOT人材の必要性  

本研究科の設立に先立ち，産業界の複数の有識者と，  

企業の現場におけるMOTの必要性に関して意見交  

換を行った．以下に代表的な見解を示す．「適切な意  

思決定を→人の人間だけで行うことは非常に困難．意  

思決定を行うために判断すべき項目が多く，企業を取  

り巻くグローバルな競争も激化している．したがって  

企業の実践の場ではMOTが不可欠になった」，「も  

のごとが複雑になっているので，組織的に動かないと  

負ける．一生懸命やるだけではだめだ．OJT教育の  

限界も明らかであり，体系的にMOTを勉強するこ  

とが重要になった」．  

3．MO丁数育に対する要望  

大学で行うMOT教育に対する企業側からの要望  

の代表的なものを以下に列記する．「今までの経験を  

教えるのではなく，新しい学問として捉え直して敢え  

て欲しい」，「大学に育成してもらいたい人材は，経営  

ができる技術者，どういう視点で何を研究すべきかが  

わかっている技術者（研究バカでない），アントレプ  

レナー資質を持つ研究者」，「大学は知識を教えること  

より，学生の能力を高めることに力を注いで欲しい．  

答えのない問題に挑戦し，成功の道を探す力だ．これ  

からは社会の変革を先取りできるような人材が必要  
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1．わが国の現状と目指すべき姿  

経済のグローバル化や国内社会の成熟化など，経済  

や社会が歴史的転換期にある中で，産業の空洞化や競  

争力低下が進み，国内雇用も停滞するなど，我が国に  

は克服すべき問題が山積している．これらの問題を解  

決し，経済社会を持続的に発展させていくためには，  

企業経営や国の政策において，技術力をベースにした  

戦略的マネジメントが不可欠であることは論を待たな  

しヽ   

先端科学技術分野の発展は，企業における経営戦略，  

事業戦略，技術戦略，知財戦略等の各種戦略だけでは  

なく，国の産業・科学技術政策にも大きな変革を求め  

ている．例えば，エレクトロニクス業界においては，  

研究開発から商品化へのスピードが加速され，技術を  

マネジメントする専門能力の必要性は高まるばかりで  

あり，従来の経営手法や経験だけでは十分な対応が困  

難になった．   

わが国の技術水準の高さは世界が認めているところ  

であるが，対照的に技術マネジメントに対する評価は  

極めて低いのが実態である．このような現状から脱却  

するためには，MOT（技術経営）を基軸として，こ  

れまでのキャッチアップ型の社会システムからフロン  

トランナー型への転換を図り，世界に先駆けて新事業  

あべ あつし  

立命館大学大学院テクノロジー・マネジメント研究科  

〒525－8577草津市野路東トト1  
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MOT実践の入口に立つに  知識教育と実践教育の融合  

図1産業界が求めるMOT人材像   

だ」．  

4．産業界が求めるMOT人材像  

先に述べたような我が国の現状を受けて，近年，  

MOTの重要性が産・官・学において認識されている．  

技術を事業の核とする企業・組織が，次世代の事業を  

継続的に創出し，持続的に発展するためには，MOT  

能力（技術の価値を理解し，ビジネスに結び付ける能  

力）を持った人材が求められている．換言すれば，  

「経営のわかる技術者」あるいは「技術の価値のわか  

る経営者」が求められている（図1）．産業界が求め  

るMOT人材像と大学が育成しようとしているMOT  

人材像にミスマッチが起こらないように産と学とが密  

接に連携し，かつ適切な役割分担を行うことが重要で  

ある．  

5．立命館大学大学院テクノロジー・マネ  

ジメント研究科の紹介  

立命館大学には，60年を超える歴史をもつ理工学  

系と，社会科学系，人文科学系の教育や研究の実績と  

蓄積があり，かつ10年前に文・理融合の拠点として  

開設された「びわこ・くさつキャンパス」は，当初の  

狙い通りに，産学連携活動の拠点として高い評価を得  

ている．このような立命館大学の特徴を効果的に活か  

すことにより，先に述べたような我が国が抱えている  

社会的課題の解決に貢献できる，高度なMOT能力  

を待った人材を育成できると確信している．   

5．1基本理念   

MOTは実践重視の学問分野であるので，本研究科  

では知識教育と実践教育を融合した教育を行う．具体  

的には，理論の実証・実践を行う，と同時に実践・経  

験の理論化・体系化を行うことを通じて新しい学問領  

域を構築したいと考えている（図2）．その結果とし  

て，明日を切り拓く実践的MOT人材の育成と新産  

業や新需要を継続的に創出することができる社会基盤  

創りに貢献したい．  

実践・経験の形式知化・体系化  

図2 基本理念：知識養育と実践教育の融合  

5．2 教育方針   

本研究科では，基本理念である「知識教育と実践教  

育を融合した教育」を実施することにより，従来の座  

学中心の大学教育では実現が困難であった知識に裏付  

けられた高いMOT実践能力を持つ学生の育成を目  

指している．   

本研究科は，入学定員70名の学部を持たない独立  

研究科として，学部学生，修士修了生，社会人など多  

様な人材を受け入れているが，本研究科が成功するた  

めには，良き教員，良き教材，良き学生の三位一体化  

が不可欠であると考えている．   

本研究科が目指す教育は，先にも述べたが「知識教  

育と実践教育の融合」に集約されるので，本研究科が  

実施するMOT教育は，単に必要な知識やスキルを  

修待させるだけでなく，現場でのMOTの事例をフ  

ィードバックした教育や，MOTを実践する場での体  

験がミックスされたものでなければならないと考えて  

いる．   

5．3 良き教員   

実践的MOT人材を継続的に輩出するためには，  

まず「良き教員」を揃えることである，との想いに基  

づき，国内外から，専任教員，客員教授，ゲストスピ  

ーカーを招いた．   

2005年4月から，びわこ・くさつキャンパス（文  

理融合，産学連携の拠点）および立命館アカデメイア  

＠大阪（大阪の中心部にある講義拠点）において，多  

彩な教員（専任教員14名＋客員教授13名＋ゲストス  

ピーカー34名）（図3）と70名弱の多様な学生（学  

部学生・修士修了生・社会人）が一体になり，MOT  

の総合的・体系的カリキュラムをベースにした学習を  

始めている．   

繰り返し述べているように，MOTは実践重視の学  

問領域なので，知識教育と実践教育の融合が極めて重  

要であるので，教員の半数以上を産業界での実務経験  
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多様な学生を受け入れ可能な多彩な教授陣  
○経験豊富なMOT実務経験者  

○海外大学での学位取得者、教育経験者  
○国内外の第一線で活躍中のコンサルタント  

○国際技術移転論、生産システム論等の専門家  
○起業家論の専門家  

○知的財産戦略、知的財産法の専門家  
○意思決定論、プロジェクト評価の寺門家  

○科学技術政策論の専門家  
○環境経営論、環境胡和型エネルギーの専門家  
○金融工学、リスクマネジメント、PFl等の専門家  
○商品・ブランド戦略、品羊マネジメントの専門家  
○弁護士、公認会計士、弁理士  

図3 多彩な教授陣  

lT分野   IT桝マネジメント   ユビキタス技珊瑚   

桝・エネルギー分  胴・エネルギー技術桝   榊型ビジネス論   

ライフサイエンス分野  バイオテクノロジー企珊略  医I福祉技術職略   

先ヰ技鞭【莞分野   
薪鮒・マイクロ十ノテクノロジー企珊略  

ロボテイクス・F用略  エレクトロニクス企織略   

建設・♯築分野  】描プロジェクトマネジメント  都市・地域再生論   

イントナシ］ナル・テクノロジー・マネジルト1－4  

特殊Il     特舶は（選択）1   特殊講義（選択）2   

朋美菅   プラクテイカム（長期実習）1  プラクテイカム（長期実習）2   

図6 選択科目  

モデル履修コース  

○ビジネスエンジニアリング志望  

コース（技術系出身者向き）  

○マネジメント・コンサルタント志  

望コース（社系出身者向き）  

○知財スペシャリスト志望コース  

○ベンチャービジネス志望コース  

図7 モデル履修コース  

位以上）（図6））の3つの科目群で構成されている．   

学生の出口を見据え，そのために最適な教員体制と  

最適なカリキュラムを構築した．図7に示すように，  

学生の進路としてビジネスエンジニアリング志望コー  

ス（技術系出身者向き），マネジメント・コンサルタ  

ント志望コース（社系出身者向き），知財スペシャリ  

スト志望コース，ベンチャービジネス志望コースの4  

つのモデル履修コースを設けた．   

5．5 良き学生   

本研究科の設立に当たり，まず初めに明確にしたの  

が，「立命館大学が育成を目指すMOT人材像」であ  

る．実践の場である企業等の組織において強く求めら  

れている「経営のわかる技術者」あるいは「技術の価  

値のわかる経営者」が，立命館大学が育成を目指す人  

材像である．上記のような技術者あるいは経営者を目  

指して継続的に研鉾を続けようという熱い想いを待っ  

た学生を募集した．   

本研究科を卒業した学生が活躍できる職種を以下に  

例示する．   

0技術を事業の核とする企業の技術者・マネジャ  

○技術系ベンチャー・ビジネスを実践する起業家   

○ベンチャーキャピタルなどベンチャー・ビジネ  

ス支援人材   

○企業における知的財産専門家・弁理士   

○新規事業分野の創出を支援するコンサルタント  

（33）823   

MOTを総合的・体系的に学ぶ  

カリキュラム   
コア科目：MOT人材に必須となる能力を身に  

付ける。（14単位以上）   

展開科目：MOT分野の知誰・スキルをより深く  

修得する。（6単位以上）   

選択科目：産業分野別に最新技術動向や企業  
の企業観略・技術戦略を学ぶ。（4単位以上）   

課題研究／特別研究：教員の助言■指導のも  

とに、個人別に技術経営に関する課題を設  
定し、成果をレポート／修士論文にまとめる。   

プラクテイカム：長期実習  

図4 MOTを総合的・体系的に学ぶカリキュラム  

図5 コア科目と展開科目  

者で構成すると同時に，現場の第一線で活躍している  

実務家を客員教授・ゲストスピーカーとして招碑する  

ことにより，常に産業界の最前線の課題に接すること  

ができるように工夫した．   

5．4 良き教材   

図4に示すように，MOTを総合的・体系的に学ぶ  

ことができるように，コア科目（MOT人材に必須と  

なる能力を身に付ける．（14単位以上）（図5）），展開  

科目（MOT分野の知識・スキルをより深く修得する．  

（6単位以上）（図5）），選択科目（産業分野別に最新  

技術動向や企業の企業戦略・技術戦略を学ぶ．（4単  

2005年12月号  
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



プラクテイカム（長期実習）の実施  

～企業体験のない学生のケース～  

新しい教育スタイルの実践  

学生入学生B 学生C  

従来の教書スタイル  

図9 プラクテイカムのコンセプト  図8 新しい教育スタイルの実践  

○国家行政棟開・地域行政棟開において，技術行  

政，産業政策策定・実践に携わる公務員   

○大学・研究機開の研究者・マネジャー，等   

5．6 新しい教育スタイル   

従来の大学では，学生は大学院に入学すると，それ  

ぞれの研究室の配属になり指導教員から指導を受ける，  

というのが一般的であったが，本研究科では，図8に  

示すように，学生に複数の指導教員が付く，という教  

育スタイルを取っている．学生，特に社会人学生が取  

り組む課題研究は複合的なものであり，課題を解決す  

るためには，技術戦略のみならず，アライアンスや知  

的財産問題など複数の課題に突き当たる．本研究科に  

は多彩な教員がいるので，上記のような教育システム  

を効果的・効率的に実施することができる．   

5．7 産業界および学内諸機関とのコラボレーショ  

ン   

企業内のMOT関連部門やベンチャー企業での実  

習を通じて課題研究あるいは後述のプラクテイカムを  

行うことにより，企業の実践の場でMOTを体験・  

実践できるようにする．技術を，いかに効果的・効率  

的に活かしていくかという視点で，MOTを学び体得  

してもらうために産業界・学内諸機関とのコラボレー  

ションも積極的に推進する．学内諸機関とのコラボレ  

ーションの具体事例を示す．40社の提携企業や理工  

学振興会参加の126企業，および学内のベンチャーイ  

ンキュベーション推進室をはじめ，知的財産戦略推進  

室，リエゾン・オフィス，各研究センターなどとのコ  

ラボレーションを積極的に推進する．MOT能力の向  

上のためには，場・機会の提供が不可欠であると考え  

ており，産業界とのコラボレーションと同時に学内諸  

機関とのコラボレーションも積極的に推進する．   

5．8 プラクテイカム  

「プラクテイカム（長期実習）」は，実務経験を持た  

ない学生でも，企業内のMOT関連部門やベンチャ  

824（34）  

課題研究・特別研究の実施   

～社会人学生のケース～  

図10 社会人学生向け課題研究・特別研究のコンセプト  

一企業での実習を通じて課題研究を行うことにより，  

企業の実践の場でMOTを体験・実践できるように  

するものである．具体的には，学生を受け入れる企業  

が抱えている課題を受け，■教員の指導・助言のもとに  

実践を行い，最長6ヶ月の間に，受け入れ先企業・組  

織に対して報告・提案等を行う，というものである  

（図9）．技術を，いかに効果的・効率的に活かしてい  

くかという視点で，MOTを学び体得してもらうこと  

が狙いである．   

5．9 ダブルマスター制度   

3年で2つの修士学位（ダブルマスター）が取得で  

きるシステムで，本学理工学研究科との連携により，  

3年で「工学または理学」と「技術経営」の2つの修  

士号を取得することが可能である．   

5．10 熟き想いを持った学生のためのMOT道場   

本研究科は，入学定員70名の独立研究科として，  

学部学生，修士修了生，社会人など多様な人材を受け  

入れるが，企業の第一線で活躍中の社会人でも容易に  

受講できるようにするために，平日の夜間や土曜日に  

も開講している．現業を抱え多忙な社会人でも現職の  

ままで，MOTを体系的に学ぶことにより現実の課題  

解決へのヒントが得られるだけでなく修士号（技術経  

営）を取得することができるようにした．時間に余裕  

のない現職の社長でも技術経営の修士号を取得するこ  
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最先端技術・産業分野に関する講義を行っていただく  

選択科目や産業界や学内諸機関との連携を重視したカ  

リキュラムもふんだんに採り入れた．異業種で働く社  

会人学生同士の交流や企業におけるマネジメント体験  

豊富な教員による研究指導は，極めて有益なものであ  

ると確信している．その結果として，知識に裏付けら  

れた高いMOT実践能力を持つ学生を輩出したいと  

考えている．  

とが可能である．   

実社会で働いている現職社会人向けには，実務経験  

のない学生向けの「プラクテイカム」に代わり，所属  

する企業・組織等において現実に抱えている課題を主  

題として取り上げ，それらに対する解決策の立案・提  

案を行うという実践教育である（図10）．   

また，社会人学生が異業種のホットな現状を把握で  

きるように，企業等からゲストスピーカーを招聴し，  
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